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〔第４５号〕
NPO法人       

市民助け合いネット
代 表 鎌倉 常雄

発 行

① 

提
供
会
員
の
高
齢
化
が
顕
著
。 

② 

提
供
会
員
不
足
、
反
面
、
生
活
支
援 

依
頼
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。 

③ 

生
活
支
援
活
動
の
団
体
を
増
や
す
必 

要
が
あ
る
が
我
々
の
努
力
で
は
限
界
。 

④ 

活
動
拡
大
の
た
め
関
係
機
関
の
連
携
、 

協
議
体
の
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。 

⑤ 

会
員
数
が
千
百
名
を
超
え
社
会
的
責 

任
が
増
し
て
い
る
。 

⑥ 

令
和
四
年
度
決
算
は
当
法
人
設
立
以 

来
、
最
大
の
赤
字
決
算
と
な
っ
た
。 

 

⑦ 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
我
々
の
活
動 

 
 
 

に
大
き
な
禍
根
を
残
し
た
。 

●
具
体
的
な
実
施
計
画 

①
子
育
て
世
代
～
シ
ニ
ア
世
代
間
の
交
流 

 

と
相
互
支
援 

 

シ
ニ
ア
世
代
だ
け
に
よ
る
老
々
介
護
や 

 

老
々
支
援
は
限
界
、
各
世
代
が
交
流
し
、 

 

お
互
い
の
課
題
解
決
に
支
え
合
い
、
助 

 

け
合
い
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
。 

②
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
が
指
定
管
理
者 

 

と
し
て
委
託
さ
れ
て
い
る
初
石
、
南
流 

 

山
両
公
民
館
を
活
動
拠
点
と
し
て
方
針 

 

に
沿
っ
た
地
域
活
動
を
進
め
る
。 

 

具
体
的
な
施
策
は
公
民
館
を
「
私
の
居 

場
所
」
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
地
域
と 

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
、
仲
間 

づ
く
り
を
促
進
す
る
。 

「
私
の
居
場
所
」
は
令
和
四
年
度
か
ら
南 

 

流
山
セ
ン
タ
ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
今
年 

 

度
か
ら
初
石
公
民
館
に
横
展
開
す
る
。 

③
創
立
二
十
周
年
の
年
に
相
応
し
い
記
念 

事
業
（
記
念
事
業
、
記
念
式
典
な
ど
） 

 

を
進
め
て
い
く
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は 

 

都
度
、
案
内
し
て
い
く
。 

 
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
は
去
る
五
月
十
九
日
（
金
）
に
令 

和
四
年
度
・
社
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

議
案
に
沿
っ
て
令
和
四
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報 

告
が
行
わ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
役
員
・ 

監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、 

新
役
員
候
補
者
、
任
期
満
了
で
退
任
す
る
役
員
が
満
場
一
致 

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
並 

び
に
事
業
予
算
が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し 

た
。
本
年
度
は
当
法
人
創
立
二
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で 

も
あ
り
、
創
立
二
十
周
年
の
節
目
の
年
に
相
応
し
い
高
齢
者 

・
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
注
力
す
る
と
と
も
に
流 

山
市
の
「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
オ
ー
ル 

世
代
で
手
を
取
り
合
っ
て
支
え
あ
い
、
助
け
合
う
地
域
づ
く 

り
・
仲
間
づ
く
り
に
先
頭
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い 

り
・
仲
間
づ
く
り
に
先
頭
に
な
っ
て
取
り 

組
む
こ
と
を
誓
い
合
い
社
員
総
会
が
無
事 

終
了
し
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン 

ザ
と
同
じ
第
５
類
に
分
類
さ
れ
て
新
型
コ 

ロ
ナ
以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す 

が
、
こ
の
三
年
間
で
私
た
ち
の
活
動
に
大 

き
な
禍
根
を
残
し
ま
し
た
。
対
面
で
し
か 

成
り
立
た
な
い
生
活
支
援
活
動
が
感
染
防 

止
対
策
で
大
き
な
制
約
を
受
け
て
し
ま
い
、 

ま
た
、
空
白
の
期
間
が
生
じ
た
こ
と
で
活 

動
の
体
制
を
根
本
か
ら
見
直
す
必
要
に
迫 

ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
意
味
で
は
今
年
は
「
第
二
の
創
立
」 

に
向
け
て
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得 

て
当
法
人
の
若
返
り
＆
活
性
化
を
実
現
す 

る
決
意
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

④
組
織
の
若
返
り
と
活
性
化 

新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
会
の 

若
返
り
、
仲
間
づ
く
り
に
注
力
す
る
。 

⑤
財
務
改
善
：
令
和
四
年
度
決
算
は
大 

幅
赤
字
を
計
上
し
た
。
想
定
外
の
電 

力
、
ガ
ス
等
の
公
共
料
金
高
騰
等
が 

一
員
。
徹
底
し
た
経
費
節
減
対
策
、 

体
質
改
善
施
策
を
講
じ
て
い
く
。 

●
方
針
：
多
世
代
が
交
流
し
、
お
互
い
に 

支
え
合
い
、
助
け
合
う
ま
ち
の
実
現 

 

高
齢
者
福
祉
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ 

 

ム
の
構
築
が
不
可
欠
。
そ
の
実
現
に
は 

 

住
民
主
体
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
の 

 

担
い
手
と
気
域
に
お
け
る
活
動
組
織
つ 

く
り
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
流
山
市
は 

人
口
増
加
率
が
全
国
一
位
の
市
と
な
っ 

て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
こ
れ
か
ら
の
ま 

ち
づ
く
り
を
担
う
子
育
て
世
代
か
ら
シ 

ニ
ア
世
代
ま
で
全
世
代
が
一
緒
に
な
っ 

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
。 

そ
の
実
現
に
当
法
人
が
先
頭
に
立
っ
て 

「
多
世
代
が
交
流
し
、
お
互
い
に
支
え
合 

い
、
助
け
合
う
ま
ち
の
実
現
」
に
取
り 

 

組
ん
で
い
く
。 
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助
け
合
い
活
動
件
数
は
、
年
間
四
千
二 

百
九
件
で
し
た
。
令
和
三
年
度
か
ら
二
十 

七
％
増
と
な
り
ま
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
以 

前
に
比
べ
る
と
七
十
三
％
に
留
ま
り
ま
し 

た
。
感
染
対
策
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
の
で
、 

今
年
度
は
、
従
前
以
上
の
活
動
を
実
施
す 

べ
く
会
員
一
同
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

会
員
数
は
、
前
年
か
ら
三
十
二
名
増
し
ま 

し
た
。
利
用
会
員
は
増
加
の
一
途
で
す
が
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
増
え
な
い
こ
と
が 

悩
み
で
す
。 

ふ
れ
あ
い
の
家
「
え
が
お
」
活
動
は
、 

年
間
を
通
し
て
利
用
者
数
が
五
千
七
百
六 

十
一
名
で
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と
同
等
の
利 

用
者
数
に
な
り
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
の
家
「
え
が
お
」
活
動
は
、 

年
間
を
通
し
て
利
用
者
数
が
五
千
七
百
六 

十
一
名
で
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と
同
等
の
来 

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
四
年
度
後
半
は
、 

コ
ロ
ナ
以
前
の
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
し
て
利 

用
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 

私たちは「安心・安全なまちづくり」の 

一端を担い、また、私たちの高齢者福祉活 

動を引き続き継続・発展させるために次の 

時代を担う仲間作り、地域作りに取り組ん 

でまいります。 

市民助け合いネットは、右記に掲げた記 

念事業を実現するため寄付を募ることにい 

たしました。新型コロナ感染症による活動 

の停滞、電力料金をはじめとする公共料金 

値上げや諸物価高騰により当法人は非常に 

厳しい運営を余儀なくされています。 

そのような状況下、当法人の窮状をご賢 

察賜り、何卒ご理解ご協力のほど宜しくお 

願いいたします。 

詳しくは、仲間通信第 45号配布に合わ 

せ、「寄付のお願い」を添付しますので、 

ご寄付よろしくお願いいたします。 

市民助け合いネットは 今年、創立 20周年 

を迎えます。高齢者および障がい者の生活支援 

活動を続けて 20年。元気シニアつくりの一環 

で“ふれあいの家「えがお」”を開設して 9年 

が経過しました。高齢化の進捗とともに私たち 

の活動は、ますます重要になっています。 

私たちの活動が“安心、安全のまちづくり” 

に寄与するとともに次の世代に繋いでいけるよ 

う、会員の皆さんと志を一つにして頑張ってま 

いります。今年度は創立 20周年に相応しい次 

の記念事業に取り組んでまいります。 

          記 
 

Ⅰ．「私の居場所」事業 

安心、安全なまちづくりの一環として、 

  誰でも集え、誰でも主役として参加できる 

「私の居場所」づくりに取り組みます。 

Ⅱ．創立 20周年記念事業 

  お世話になった方に対する感謝の気持ちと 

  活動に参加いただいている会員の皆さまと 

交流を深める場として開催します。 

Ⅲ．活動 20年誌編纂事業 

  創立１０年から 20年に亘る活動を重点に 

□□紹介するとともに次に続く仲間への道標と 

□□なる活動史を編纂します。 

□
流
山
市
の
「
初
石
公
民
館
」
と
「
南
流 

山
セ
ン
タ
ー
」
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管 

理
・
運
営
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の 

利
用
者
は
約
十
三
万
人
超
の
方
が
利
用
し 

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
公
共
施
設 

の
利
用
規
制
の
影
響
が
大
き
く
、
自
主
事 

業
に
つ
い
て
も
公
民
館
祭
り
を
は
じ
め
実 

施
が
未
消
化
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
当
法
人
の
活
動
維
持
の
た
め
に 

指
定
管
理
者
事
業
が
財
政
面
を
支
え
て
く 

れ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響 

に
加
え
、
電
力
料
金
を
は
じ
め
と
す
る
公 

共
料
金
高
騰
、
人
件
費
、
諸
物
価
等
の
値 

上
が
り
に
よ
り
令
和
四
年
度
は
、
大
幅
な 

赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。 

 

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
お
よ
び
小
学 

校
の
延
べ
五
百
三
十
三
人
に
対
し
て
「
交 

通
安
全
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
道
路
の
正
し
い
歩
き
方
・
横
断
道
路
の 

渡
り
方
」
や
「
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
」 

な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。 

 

流
山
市
の
高
齢
者
福
祉
政
策
の
一
環
で 

外
出
困
難
者
向
け
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス 

受
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。 

令
和
四
年
度
は
延
べ
六
百
八
十
一
人
の
方 

を
支
援
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
対
し
て 

三
十
名
の
運
転
者
を
登
録
し
て
運
行
し
て 

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
協
力
い 

た
だ
い
た
提
供
会
員
各
位
お
よ
び
ご
家
族 

の
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 
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